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５．研究・調査の目的 

2011 年東北地方太平洋沖地震では巨大津波により数多くの人命が奪われた。地震発生直後

の津波警報第一報が、小さな（3ｍ）津波波高予測だったことが、人的被害拡大の要因の一

つとして挙げられている。本研究では、既存の津波予報技術に加え、大気波動や GPS 電離

層擾乱の観測から津波の発生をいち早く正確に検出する新たな手法を開発し、将来の津波

警報システムの高度化に資する知見を得ることを目的とする 

 

 

 

６．研究・調査の成果 

 ６－１ 研究・調査の成果 



 ２ 

 

東北地方太平洋沖巨大地震にともなう津波が大気圧力波や電離層擾乱を発生し、東北地方

沿岸で大気圧力波が津波到達時刻よりも２０分以上前に到達していたこと、また津波発生

域の上層電離層が津波到達時刻よりも２０分以上前に変動を開始していたことがあきらか

となった。津波の発生域の広がりや発生域での津波波高に関する情報も、大気圧力波や電

離層擾乱の解析を通じて得られることが分かった。これらの知見は、迅速・確実な津波検

知システムの一部として実用化が期待される。 
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